
 

令和5年度「チームＹＡＭＡＺＡＴＯ」学力向上プラン 

学校教育目標 知性と社会性に富み、心豊かで、たくましく生き抜く生徒を育てる 学校スローガン 認め合い、支え合い・・・そして前へ  
～心を込めた「あいさつ」「校歌」 輝く「笑顔」～ 

「学びの習慣化メソッド」「学力向上プラン」「学力向上カレンダー」に基づいた計画的な取組 ～継続・徹底～ 

学力向上を支える教師の取組 

◇「楽しい授業」「分かる授業」「鍛える授業」づくり 
 ・授業のユニバーサルデザイン化（「めあて」と「まとめ」の提示） 
 ・個に応じた指導、少人数指導におけるＴ２の積極的な関わり 
・学習者用PCなどのＩＣＴ機器の積極的な運用 

 ・主体的・対話的で深い学び 
 ・学習規律（授業の約束）の徹底  
・授業力の向上（各教科、年間１回の「研究授業」実施） 
◇「書く活動」「読解力育成」を重視した授業づくり 
・全教科の授業において「教材や資料から必要な情報を整理して書く」「根
拠を明確にして自分の考えを書く」「学習内容の要点を書く」などの活動
を、意識して取り入れる。 

 ・全教科のテストにおいて、毎回少なくとも１問は「書く問題」を出題する。 
◇補充的な学習の充実 
 ・蓄積型実習生等との連携 
・モジュール学習等 
・ほっとタイム（テスト前放課後学習会）の実施 
・図書室運営（学習課題に必要な書籍の提供） 
◇配慮を要する生徒への個別支援の充実 
・特別支援教育支援員との連携  
・通級指導教室の活用  
・ＳＣ、巡回相談等の活用  
・アセス 
◇生徒の意欲・意識向上 
・学力調査伝達集会の実施 
・学力調査結果の返却、テスト勉強計画（家庭学習改善計画）の作成 

 学力向上を支える生徒の取組 

◇生徒会・専門委員会による取組 
・学習委員会による漢字、計算、単語チャレンジ 
・図書委員会による読書週間活動 
・授業開始前の黙想（サイレントタイム） 
 

学力向上を支える家庭との連携 

◇平日、土日の家庭学習の時間確保・学習習慣の定着 
・予習や復習の仕方の指導 
・長期休業中の個に応じた課題配付 
・家庭における学習者用PCの有効的活用 
・ＰＴＡ等での積極的な啓発 
◇読書の時間確保 
・学校と家庭での読書活動の推進 
 

学力向上を支える地域との連携 

◇学力向上に関する小中連携 
・自分の思いや考えを伝える力の育成 
・学力調査結果の共有 
・接続期（小6）における授業体験 
◇地域・外部人材の積極的な活用 
・蓄積型実習生（大学生）等の活用 
・職業講話、進路説明会 

諸調査等の結果から（本校の抱える課題）                                                                                                                     数値目標 

令和5年度全国質問紙調査から

見られる課題 

・家庭学習の習慣化(ICTの活用) 

・進路実現への意欲向上 

 

□国語科 
【1年生】 小学校で学習した漢字が定着していない様子がある。また、記述の無回答率が高く、主体的に学習に取り組む気持ちが低い傾向にある。 
【2年生】 短答や選択問題に比べると、記述の回答率が低いことや、文学的文章の内容解釈の力が不足している。 
【3年生】 資料を読み取って、自分の考えを書く問題の無回答が多く見られる。 
 
□数学科  
【1年生】 個人差が大きく、図形領域において改善が必要である。 
【2年生】 思考・判断・表現の観点から、記述式の問題において無回答の生徒も多く、改善が必要である。 
【3年生】 基礎・基本で抜け落ちている部分があり、三角形の証明問題が苦手である。 
 
□英語科 
【3年生】基本的事項の定着を図り、社会的な話題への関心を高め、自分の意見を表現する姿勢を身につけさせる。 

◇令和6年度全国学力・学習状況調査 
平均正答率が全国平均・長崎県平均を 
100%上回る。 
◇学校評価アンケート 
（令和５年度７月→令和６年度７月） 
各3％アップを目標 
将来の進路や職業についてきちんと指導し
ていると思う 
（生徒87％→90％ 保護者84％→87％） 
◇アンケート 
  平日平均1時間以上家庭学習をしている
（学習塾を含む）生徒が、全体の６５％以上
になることを目指す。 

 

PLAN 学力向上に向けた取組 

学力向上プランに基づく支援計画 

授業改善計画 

各教科の年間指導計画 

 

ACT 課題解決への改善と実践 

成果と新たな課題の洗い出し 

全体計画の見直し 

教育課程の工夫と改善 

学力向上プランの見直しと改善 

DO 計画に基づく指導法の実践 

 基礎基本の定着を図る授業実践 

 思考力、判断力、表現力の向上 

 学習意欲をかき立てるＩＣＴ活用 

 授業のＵＤ化 

 

CHECK 実施状況の調査 

 各種学力調査の結果分析 

 各種アンケート実施と分析 

 学力調査の分析 

 授業における形成的評価の活用 

 教科部会の実効的な運用 

 

授業での重点努力事項 

・個別最適な学び（教育データの利活用を推進する） 

・協働的な学び（「聞く・考える・書く・伝える」活動を充実させる） 

確かな学力の向上 


